Seminar 2
This world is moving ever closer to the end of history and preparing for the beginning of eternity. We found out yesterday that Jesus has called us to choose which side we are to stand on. We can not observe from the picket fences or stay neutral to the raging spiritual battle around us.

So who are these two great groups of people and how are they to be judged before the great God of heaven.

First we have the goats. This animal lives in the hills and valleys and has no shepherd or leader. The goat is looks tough and strong and more imposing yet against the wild animal that roam the countryside it can be an easy target for any wise predator. The goat is stubborn and full of pride.

On the other hand we have the sheep. Sheep are amazingly stupid and simple minded. They are easily led astray and tend to follow the sheep in front. This is why they need a shepherd to guide and lead them day by day. Jesus is the good shepherd who looks after his sheep and even lies down his life for them. The good shepherd sacrifices his life for even one lost sheep. This is the great love of God expressed through his precious son.
The message of our church should be that we are sinners; we all are unworthy of God’s love. Yet in spite of this undeniable point Christ Jesus was willing to give his life, fully, in every sense as a ransom payment for our sins. His life and his sacrifice were accepted by Heaven.

If we seek the same reception as Jesus then we need to follow his life and become more and more like him. The goats represent self righteous Christians and non believers who don’t care about the consequences of their actions. Many Christians, many Adventists, here in Japan and elsewhere around the world will be stunned to see themselves on the left side of God.

They were so careful to craft a holy self image of themselves. They went to church, they prayed regularly. They dressed nicely. They paid their tithes and lived a good life. But God says to them I do not know you, I am sorry, get out of my sight.
Where as the sheep are surprised to hear God congratulating them on their lives. They also respond with stuttering incredulity. “But when did we do these things”, they inquire. The response is a revelation. “Whatever you did to the least of these, my brothers, you did to me”. Jesus answer and decision making was based on what do in the world and not on what we do inside the church. We can pray, we can bow, low; we can talk in serious theological sermonic babbling. But if we can not love others our words and works inside the church become a mockery and an insult to God. 
If it how we love and treat our enemies as well as our friends that makes us fit or unfit for heaven. Too often the church becomes winter hibernation for hypocrites and a summer camping spot for prideful sinners.
The church should be an emergency ward for sick sinners not an exclusive private club for VIPs Christians. Do we love people enough to understand their lives and their struggles and their pains? We have to go to people; we can not expect them to come to us. We have to go out, out of our comfort zones, out of our circle of familiar friends and into the world where people are waiting for the truth to be spoken and cried out.

This church is a light to all of Hiroshima, to all of Japan, to the entire world. If we are silent then the truth will be given to another church, another people that believe in its importance with a deeper faith that we now possess. 
God is calling you to sound the alarm, to ring the alarm.

We need to live honest and humble lives. Let love be your song and peace be your food, for tomorrow Jesus Christ comes.


When you stand before God’s throne what will he say and what will you say to him.

Someone once said we are all sheep, we have all wondered what was on the other side of the hill, yet without a shepherd to guide us we will never find the green pastures we are really looking for.

 Seminar 2
この世界は、世の終わりに、そして永遠に向けての、準備を始めなければならない時代へと、確実に動いています。昨日、イエスが私たちを、右か左かどちら側に立つのか、示すため呼び集められるとお話しました。私たちは、周辺からそれを見ながら策を練ったり、どちらにもつかないで、中立的な立場をとったりして、この出来事の終結がどうなるかを眺めることは、できません。
さあ、この神の御前に分けられた、２つのグループは、どのようにして判断されていくのでしょうか。

最初に、山羊たちの群れを見てみましょう。山羊たちは通常、丘や谷あいに住んでいます。羊飼いのように、世話をしてくれる人はいません。山羊は一見、丈夫そうでたくましそうに見えます。堂々としているように見えますが、自然の中で放牧されていたら、野生の狼や獣たちに、簡単にターゲットとされるでしょう。山羊は、よく強情で高慢な動物と例えられます。
では、羊の群れはどうでしょうか。羊は、あまり賢くない動物で、とても単純です。すぐに道を外れてしまいがちで、目の前にいる羊のあとを、ただただついていくばかりです。だから、羊たちには、日々世話をし、導いてくれる羊飼いが必要なのです。イエスは、とても良い羊飼いでもありました。羊たちの面倒をよく見て、自分の人生を捨てでも、その羊たちを守ろうとされました。良い羊飼いは、たった１匹の羊にさえ、危険をかえりみず、荒野へ迷った羊を探しにいくのです。そして、このような愛こそが、イエスをとおして見ることができる、神が私たちへ抱いておられる愛です。

教会の教えは、私たちはみな罪人であるということだと思います。神の愛を受ける価値もない者なのです。しかし、この否定できない事実にも関わらず、イエス・キリストは、私たちの罪の購いとして、彼の人生全てを明け渡されたのです。そして、御子の人生は犠牲として、天の国へ受け入れられたのです。
もし、私たちがみな、同じ天の国へ行きたいと願うなら、私たちはイエスがたどった道と同じ道をたどる必要があります。そして、少しずつキリストのように、変えられていかなければならないのです。この、山羊の群れというのは、自己中心的な義を示しています。クリスチャンとは、自分がしたことの結果を信じているわけではありません。もしかしたら、このSDAの教会のクリスチャンを含み、世界中の多くのクリスチャンが、神の左側に、山羊の群れの中に立たされていることに、驚愕させられるかもしれません。
いつも、自分が想像する正しいクリスチャン像を抱き、そして、そのように行動するようにし、定期的に教会へ行き、祈ることを欠かしません。節操のある服装で、十一献金も心がけ、正しい生活を送ってきました。それなのに、神は、あなたがたを知らない、離れ去れと言われるのです。

それとは反対に、羊の群れ、神の右側に立つものたち、彼らの人生は、神に祝福されるのです。しかし、彼らも同じように、非常に驚くのです。そして、「いつ、私たちは、これらのことを、あなたに施したでしょうか」と尋ねるのです。「わたしの兄弟であるこの最も小さい者の一人にしたのは、わたしにしてくれたことなのである。マタイによる福音書 / 25章 40節」という、予想していなかった答えが返ってくるのです。イエスの答えは、私たちが決断し、その正しい行動というのは、世に向けて出て行くことであり、教会の中でよい行いをするということではないと、いうことなのです。私たちは祈ったり、神学の難しい法律を学んだり、そのことについて、このように講演会を開いたりするでしょう。しかし、もし私たちが互いに愛し合うことができないなら、教会の中で、私たちがどれだけ素晴らしい説教や行いをしたとしても、それは空しい行為で、神を冒涜（ぼうとく）しているようにさえ、思えます。
私たちが、友人や家族を愛するように、私たちの敵対する人を愛すること、これこそが私たちが天の国へ受け入れられとき、判断されることなのではないでしょうか。ときに教会は、偽善者たちが好んで通う、罪びとたちが集う場所になってしまうことがあります。
教会とは、緊急を要する病人の病棟であるべきで、VIPクリスチャンが集う特権階級のプライベートクラブではありません。人々の痛みや、苦難がわかるほど、他の人を愛することができていますか。私たちは、人々のところへ、出て行くのです。人々が、自分のところへ来てくれるものだと、思ってはいけません。家族や友人とともにいるだけではなく、居心地の良いこの場所から出て、真理を待ち望んでいる人たちのもとへ、福音をもって、出て行かなければならないのです。

この教会が、広島の光となるように、日本、また世界中を照らす光となりますように。もし、私たちが沈黙してしまうなら、私たちより、より深い信仰を持って、真理を信じている人たちが、どんどんこの福音を述べ伝え、広げていくでしょう。
私たちが外へ出て神の御言葉を、全地に述べ伝えるよう、神は私たち一人ひとりを呼んでおられます。

私たちは正直に、そしてへりくだって生きていくべきだと思います。どうぞ神の愛を感じ、平安をともにして、明日を待ち望みましょう。イエスは、必ず戻ってこられます。

神の審判の前で、神は私たちに、何を語られるでしょうか。私たちは、神に何を語ることができるでしょうか。

誰かが、こう言ったそうです。「私たちは、みな羊です。この丘の向こう側に、何があるのだろうと、いつも思います。しかし、良い羊飼の導きがない限り、私たちが望むような、緑の草原にたどりつくことは、永遠にないのです。」
